
































































































































































































































































































































(14) a. perfective - 完結相 - 完成相 





(15) a. 完結相　：[-テイ] 
b. 非完結相 ：[+テイ] 
完結相の場合は「テイ」が付加されず無形となるため、例えば「飲む」という動詞であ
れば、完結相と非完結相の対立は下の(16)のようになる。 













































































(24) a. 太郎が学生の時、父が再婚した。(内部視点○) 
b. 太郎は2年前学生だった。まだ学生かもしれない。(無界的○) 



































































継続動詞 読む・書く 共起可 動作の進行
瞬間動詞 点く・知る 共起可 変化の結果の残存




















































































a. 過去状態    b. 過去完了 









a. 未来完了   b. 現在完了 














































































































状態相 +タ -タ -タ
過去時制 現在時制 未来時制
非状態相 過去非状態 未来非状態




























































































(54) a. E : point of event 
b. R : point of reference 




















a. 過去非状態 　　　　b. 未来非状態 　　c. 現在非状態 























a. 過去状態 　　　　b. 未来状態  　　c. 現在状態 14











a. 過去完了 　　　b. 未来完了    　　　　　　c. 現在完了 
















(58) a. ET : 出来事時 
b. RT : 設定時 










































































































































































































































(80) a. 非状態(非完了) ：[te, ts]の関係 
a. 状態   　　　　：[te, tr, ts] の関係 












(81) a. 太郎は10分間走った。 
b. あ、窓が開いた。 








(83) a. あ、走った！ 
b. 窓が10分間開いた。 















a.     b.  













(87) a. [¬p→p]                 ：10分前に{寝た/黙った/乗った}。 

















立ち入らない。(この点について、より詳しくは、Igarashi & Gunji 1998を参照)
の開始から終了までの間の場面だということになる。このように、「テイ」がどの場面・
局面を表しているか、ということ対し、(89a)と(89b)の2種類の解釈が生まれてしまう。 











(90) a. あ、太郎が走ってる。 
b. あ、窓が開いてる。 










































































a. 過去非状態  b. 未来非状態 

























a. 過去状態 　　　b. 未来状態  c. 現在状態 


























　　a. 過去完了  b. 未来完了 　　　c. 現在完了 













































































































































































































































(121) a. 非状態相： te ~ ts 
b. 状態相　： te ~ tr ~ ts 




















非状態相   te
状態相   te
完了   te
t t t
非状態相 t t
状態相 t t t
完了 t t t
 43
t2」の関係に変わっている。 


















































































(128) a. nの初期値は1である。 
b. 「tの総数-1」回処理を繰り返す。 
c. 処理が次の段階に入る時、nに1を加算する(n=n+1)。 























































過去 × ○ シタ
未来 × × スル
状態相
過去 ○ ○ シテイタ
未来 ○ × シテイル
現在 ○ × シテイル
完了
過去 ○ ○ シテイタ
未来 ○ × シテイル

































































































































































































































































































































































































































































b. 太郎：うん、 今日記で調べたんだけど、 飲んでた。 
























































































太郎：うん、 今日記で調べたんだけど、 飲んでた。 !
これ((167)に該当部分だけを再掲)を、何のコンテクストも設定せずに作った、(168)の
ような現在完了(a)と過去完了(b)の文と比較してみる。 
(167) a. あ、飲んでる。(現在完了) 
b. 今日記で調べたんだけど、飲んでた。(過去完了) 

























































a. 「飲んだ」  b. 「飲んでる」 
    
(170) a. 「飲んだ」 
te = 出来事(飲む)時 
ts = 発話時 
b. 「飲んでる」 
te = 出来事(飲む)時 
tr = 日記を見ている時 







a. 飲んでる  b. 飲んでた 












































(176) te = 出来事(「首位打者をとる」)時 
tr = 3年前 













(178) te = 出来事(「首位打者をとる」)時 
tr1 = 3年前 
tr2 = 記録を見ている時 





























(181) te = 出来事(首位打者をとる)時 
tr1 = 3年前 
tr2 = 記録を見ている時 







































(186) te = 出来事(プレーしている/現役である)時 
tr = 3年前 










(188) te = 出来事(プレーしている/現役である)時 
tr1 = 3年前 
tr2 = 記録を見ている時 































(191) te = 出来事(プレーしている/現役である)時 
tr1 = 3年前 
tr2 = 記録を見ている時 







































































































































































































































































































































































































(220) te = 「買う」様子の持続期間 
tr = 話者が「買う」様子を観察している時 











































































































































































































































































a. 過去状態  b. 現在状態 
    
例えば、(238)のaのように現在時制で言っても真となり、bのように過去時制で言って
も真になる、ということは、当然あり得る。 







































































































































する立場もある(益岡2000:24, 井上2001:44, 定延2004:27) 
例えば、金水(2001)は何の前提もなく文字通り「発見」された場合の例として次のよう
なものを挙げている。 
























2000, 2001a等) という概念を用いて説明している。 

















































































































































































































































寺村(1984) ○ ○ ○
三上(1953) ○ ○ ○ ○
井上(2001)・





































































































金水(2001) 発見 関連づけ 回想
井上(2001) 発見 認識の補強・修正 思い出し

































































































































































































































































































(290) 状態相のテンス ： 2
　　a. 過去状態        b. 未来状態            c. 現在状態 




























































































































































a. ??太郎： 次郎の彼女？ すごくかわいいよ。 









































































直接把握○ b. 体験+知識 c. 体験
















































a. 更新あり  b. 更新なし 























































a. かわいい/いる  b. かわいかった/いた 






































































(326) a. 情報：湯加減 
b. 目的：風呂に入る 













































































































































a. 「2つ前」で降りる b. 「2つ後」で降りる 





















a. 「2つ前」で降りる b. 「2つ後」で降りる 
    
(344) te=2つ前(後)の停留所がアバディーンである 




























































































































































寺村(1984) ○ ○ ○
三上(1953) ○ ○ ○ ○
井上(2001)・
金水(2001) ○ ○ ○ ＊○ ○
 130
者が忘れたことを確認するという意味合いになる。 

























































































































































































































































(383)  そういえば、以前そういう本がありましたねえ。 
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